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【表紙内容】

９月23日（祝）に、老人憩いの

家で開催される御神幸祭。1000

年以上に亘って行われてきたと

も言える郷土の伝統芸能をぜひ

ご堪能ください。

（詳細は４・５ページに掲載）

基山町体育協会設立50周年記念

第23回きやまロードレース大会参加者募集 ３

御
み

神
ゆ

幸
き

祭
まつり

４・５

10月１日から 水痘（みずぼうそう）の予防接種の定期化

子どものインフルエンザ（任意）接種費用の一部助成について ６
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冬
の
き
や
ま
の
風
物
詩
と
な
り
ま

し
た
︑
き
や
ま
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
︒
記
録
へ

の
挑
戦
や
︑
健
康
づ
く
り
に
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

▽
期
日

12
月
７
日
︵
日
︶

▽
受
付
時
間

午
前
８
時
～
８
時
40
分

▽
受
付
場
所

基
山
町
総
合
体
育
館

▽
会
場

基
山
町
総
合
公
園
多
目
的

運
動
場
周
辺

▽
種
目

10
㎞
⁝
男
子
︵
高
校
生
・
一
般
︶

女
子
︵
高
校
生
以
上
︶

60
歳
以
上

５
㎞
⁝
男
子
︵
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
︶

女
子
︵
高
校
生
以
上
︶

60
歳
以
上

３
㎞
⁝
女
子
︵
中
学
生
・
高
校
生
以
上
︶

２
㎞
⁝
小
学
生
高
学
年

︵
４
年
生
以
上
︶

１
㎞
⁝
小
学
生
低
学
年

︵
３
年
生
以
下
︶

※
町
内
外
を
問
わ
ず
︑
健
康
で
走
れ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
︒
年
齢
は
平
成
26
年
12
月
７

日
現
在
の
満
年
齢
と
し
ま
す
︒
た

だ
し
︑
参
加
申
込
み
を
完
了
し
て

い
る
方
︒︵
当
日
の
参
加
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
︒︶

▽
参
加
料

・
一

般
⁝
２
︐
５
０
０
円

・
高
校
生
⁝
１
︐
２
０
０
円

・
小
・
中
学
生
⁝
５
０
０
円

▽
申
込
み
方
法

次
の
３
つ
の
う
ち
か
ら
お
選
び
く

だ
さ
い
︒

１
．
郵
便
振
替
で
の
申
込
み

｢払
込
取
扱
票
﹂
を
参
加
申
込
書

と
し
ま
す
の
で
︑
必
要
事
項
を
も

れ
な
く
ご
記
入
の
う
え
︑
参
加
料

を
添
え
て
お
近
く
の
︵
株
︶
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
︵
郵
便
局
︶
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
︒

２
．
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sp
o
rtse
n
try
.n
e
.jp
/

電
話
で
の
申
込
み

０
５
７
０
︱
５
５
０
︱
８
４
６

ガ
イ
ダ
ン
ス
﹁
１
﹂
を
押
し
て
く

だ
さ
い
︒

平
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︑
電
話
で
の
申

込
み
は
別
途
利
用
料
が
か
か
り
ま

す
︒

３
．
事
務
局
へ
直
接
申
込
み

参
加
申
込
書
と
参
加
料
を
直
接
大

会
事
務
局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

︵
土
︑
日
︑
祝
日
を
除
く
９
時

～
17
時
︶

※
団
体
参
加
申
込
︵
５
名
以
上
で
の

参
加
︑
学
校
等
︶
は
︑
団
体
参
加

申
込
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒
参

加
料
は
直
接
事
務
局
で
お
支
払
い

に
な
る
か
︑
郵
便
振
替
に
て
ご
入

金
く
だ
さ
い
︒

▽
申
込
締
切

10
月
31
日
︵
金
︶

※
問
合
せ
・
申
込
書
請
求
先

基
山
町
体
育
協
会
﹁
き
や
ま
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局
﹂︵
基
山

町
教
育
委
員
会
教
育
学
習
課
内
︶

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
山
町
体
育
協
会
設
立
50
周
年
記
念

第
23
回
き
や
ま
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者
募
集

基
山
町
立
小
学
校
の
教
科
書
採
択
決
定

平
成
27
年
度
か
ら
使
用
す
る
基
山

町
立
小
学
校
の
教
科
書
が
次
の
発
行

者
に
決
ま
り
ま
し
た
︒

教
科
書
の
見
本
は
︑
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
︵
役
場
１
階
︶
で
閲
覧
で

き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

学
校
教
育
係

電
話
９
２
︱
７
９
８
０

種目名 発行者

国 語 光 村

書 写 東 書

社 会 東 書

地 図 東 書

算 数 東 書

理 科 大日本

生 活 日 文

音 楽 教 出

図画工作 日 文

家 庭 開隆堂

保 健 学 研

※注 発行者は略称です。

８月24日（日）に、小学生の親子を対象に「親と

子の料理教室」を開催しました。（台風11号の接

近の為、８月９日から延期いたしました。）

講義では、いろんな食べ物の中から、何が体に

とっていいかきちんと選ばなければ、大人になっ

たら太ったり、病気の原因になったりすることを

伝えました。親子で、バランスプレートを用いて

主食・主菜・副菜・デザートの組み合わせを学び

ました。

親子で積極的に調理に取り組み、バイキング方

式で、プレートに料理を選んで試食しました。

｢親子で楽しめた。家でも作りたい」「また参加

したい」などの感想を聞

き、うれしく思いました。

※問合せ先

基山町保健センター

電話９２―２０４５

ヘルスメイトの食育だより③ヘルスメイトの食育だより③



ふ
る
さ
と
を
感
じ
る

基
山
の

伝
統
芸
能

荒穂神社荒穂神社

鉦風流鉦風流
かねふりゅうかねふりゅう

荒
穂
神
社
と
御
神
幸
祭

　
荒
穂
神
社
は
、
基
山
南
麓
の
宮
浦
字
宮
脇
に
鎮
座
し
、
古
く
か
ら
格
式

と
由
緒
が
あ
る
神
社
で
す
。

　
今
か
ら
約
１
１
５
０
年
前
に
記
さ
れ
た『
日
本
三
代
実
録
』貞
観
２
年（
８

６
０
年
）
の
項
に
は
、
荒
穂
天
神
の
神
と
し
て
の
位
を
上
げ
る
と
い
っ
た

記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
撰
進
の
『
延
喜

式
神
名
帳
』
に
は
、
肥
前
の
な
か
に
は
４
つ
の
社
名
が
あ
り
、
そ
の
一
つ

と
し
て
荒
穂
神
社
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
古
い
文
献
に
名
が
あ
る
こ
と
か

ら
荒
穂
神
社
は
、
古
代
よ
り
尊
崇
さ
れ
て
き
た
格
式
高
い
神
社
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
主
祭
神
は
、
荒
穂
天
神
で
あ
り
、
か
つ
て
は
基
山
山
頂
に
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
山
頂
に
は
タ
マ
タ
マ
石
と
呼
ば
れ
る
花
崗

岩
の
巨
石
が
あ
り
、
こ
れ
を
磐
座
（
神
様
が
宿
る
聖
な
る
岩
石
）
と
す
る

自
然
神
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
荒
穂
神
社
の
重
要
な
祭
の
一
つ
と
し
て
大
祭
が
あ
り
、
こ
の
な
か
の
一

つ
が
御
神
幸
祭
に
あ
た
り
ま
す
。
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
約
５
０
０
年
前
の
文
献
で
あ
る
『
神
幸

文
書
（
写
）』
に
祭
に
関
係
す
る
記
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
昭
和
32
年（
１
９
５
７
年
）に
一
度
途
絶
し
た
も
の
の
、

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
に
復
活
し
ま
し
た
。

　
大
祭
は
、御
神
幸
祭
の
６
日
前
か
ら
小
口
明
、注
連
縄（
し
め
な
わ
）張
り
、

神
の
座
、
柴
垣
の
座
な
ど
の
祭
事
が
行
わ
れ
、
御
神
幸
祭
の
当
日
を
迎
え

ま
す
。

　
御
神
幸
祭
当
日
の
早
朝
、
神
殿
で
は
御
神
体
が
御
神
輿
に
移
さ
れ
、
各

芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
神
社
を
出
発
し
、
御
仮
殿
（
現
在
の

老
人
憩
の
家
）
に
向
か
い
ま
す
（「
お
下
り
」）。
到
着
後
、
御
仮
殿
で
は
正

午
よ
り
神
事
が
行
わ
れ
た
後
に
、
各
種
芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
奉
納
終

了
後
の
夕
刻
に
、
御
神
輿
は
神
社
に
帰
還
し
（「
お
上
り
」）、
再
び
芸
能
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
神
様
が
御
神
輿
に
乗
っ
て
神
社
か
ら
お
出
で
に
な
る
こ

と
を「
御
神
幸
」と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
際
に
目
的
で
あ
る
御
旅
所
が
、

仮
の
社
殿
に
な
る
こ
と
か
ら
「
御
仮
殿
」
と
い
い
ま
す
。

　
御
神
幸
祭
は
、
神
様
に
豊
作
を
願
う
祈
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ

す
も
の
で
あ
り
、古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

御
神
幸
祭
を
通
し
て
、
郷
土
の
伝
統
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
・
場
所
　
９
月
23
日
（
祝
）　
正
午
〜

　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家

▽
７
時
と
12
時
に
煙
火
が
上
が
り
ま
す
。

▽
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

問
合
せ
先
　
教
育
学
習
課
　
ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

　
　
　
　
　
　
電
話
９
２―

２
２
０
０

９月 23 日（秋分の日）に、町の代表的な民俗芸能の一つであり、長い伝統をもつ〝御神幸祭〟が行わ
れます。肥前四式内社の一つにあげられる荒穂神社の秋の祭礼であり、様々な民俗芸能が奉納されます。

　西長野の総勢 40 名によって奉納され
ます。御神幸祭を別名「どんきゃんきゃん」
と呼ぶのは、この鉦の音に由来している
と考えられます。むかし、金丸に住んで
いた八並長者が子どもを授かったお礼と
して、信仰していた荒穂神社に奉納した
と伝えられています。

鉦風流（かねふりゅう）
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災
払
災
払

さ
い
ば
ら
い

さ
い
ば
ら
い

行列行列

御
神神
幸幸
祭祭

み

ゆゆ

きき

ま
つ
り

ま
つ
り

獅子舞獅子舞

　
御
神
幸
祭
当
日
は
、
様
々
な
芸
能
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は
、
町
内

の
各
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　仁蓮寺の少年 10 名、青年８名によって奉納されます。災払は、別名
棒遣いともいい、その役目は道案内と悪魔払いといわれています。全40
数手にも及ぶ勇壮な棒術が披露されます。

災払（さいばらい）

　向平原、辻、引地、一井木、水上の総勢 50名によっ
て演じられます。各２名ずつ入った赤の雄、黒の雌の
獅子が獅子釣の所作に導かれ、対の動きをします。獅
子は、時には激しく、時には静かにと、音ととも華麗
な舞が演じられます。この獅子舞は古く大陸から伝来
してきたものと考えられています。

獅子舞

　御神幸祭のお下り、お上りの際には、災払を先頭に、風流、獅子の鉦の道囃による踊り
に続き、立傘（たちかさ）、台傘（だいかさ）、挟箱（はさみばこ）、羽熊（はぐま）の大名
行列が練り歩きます。これらは住吉、不動寺、才上の人々によって奉納されます。その後ろに、
秋光、千塔山の鉄砲などが続き、木山口の青年による奏楽のなか、神輿の下をくぐろうと
する人々たちにもまれながら進んでいきます。
　立傘（たちかさ）は先が細い傘の方で、大名が小休止する際に日陰を作るために使用し
たものです。台傘（だいかさ）は先が円盤状のもので、大名が立ち止ったり、徒歩で進ん
だりするときに頭上にかかげられるものです。
　挟箱（はさみばこ）は、衣服や道具をいれた箱に棒を付けて足軽が担いだものです。５歩行っ
て４歩下がるといったゆったりした歩が行われます。
　羽熊は槍の先端を毛で飾ったもので、毛の色によって「白羽熊」と「黒羽熊」の２種類
があります。長い槍の投げ渡しは豪快さを感じることができます。

行列
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予防接種法改正により、10月１日から水痘（みずぼうそう）の予防接種が定期の予防接種になります。ま

た、任意の予防接種であるインフルエンザについて、接種費用の一部助成を行います。

◎水痘（みずぼうそう）予防接種について

水痘は、水痘・帯状疱疹ウイルスの初感染により引き起こされる感染症です。感染力は強く、５歳までに

約80％の子どもがかかるといわれています。発疹・発熱が主な症状で、一般には軽症で済みますが、中には

重症化したり合併症を起こしたり死亡する場合もあるので注意が必要です。

▷対象者 １歳〜３歳の誕生日の前日までの間にある方。

※既に、水痘にかかったことがある方は対象外となります。

▷接種回数 ２回（３か月以上の間隔をおいて）標準的な接種期間については７ページの図１をご参照くだ

さい。

※注意点 過去に任意接種として水痘ワクチンを受けたことがある場合、既に接種した回数分の接種を受け

たものとみなされます。（１回受けたことがある方は今回の接種は１回となります。２回受けた方は今回

の接種の対象にはなりません。）

▷経過措置 平成26年度に限り、３歳〜５歳の誕生日の前日までの間にある方に１回接種を行います。

※注意点 過去に任意接種として水痘ワクチンを受けたことがある場合、既に接種した回数分の接種を受け

たものとみなされます。そのため、経過措置の対象にはなりません。

▷接種費用 無料

▷接種医療機関 佐賀県内予防接種広域実施医療機関

▷接種の時に持参するもの 予診票・母子健康手帳・健康保険証等

◎子どものインフルエンザ（任意）接種費用一部助成について

基山町では、個人の感染予防や重症化防止、集団での感染防止と子育て家庭の経済的負担の軽減を目的と

して、町内指定医療機関で受けるインフルエンザ予防接種費用の一部助成を行っています。

なお、高齢者以外のインフルエンザ予防接種は任意接種ですので、接種について法律上の義務はありませ

ん。保護者の方が判断し、接種をお願いします。

▷対象者 町内在住の０歳〜中学３年生

▷助成内容 １回につき1,500円の助成を２回を限度に行います（※接種費用から1,500円が控除されます）

▷実施医療機関 町内指定医療機関で個別接種

▷接種期間 10月１日〜12月31日

▷接種の時に持参するもの

母子健康手帳・健康保険証

10月１日から 水痘（みずぼうそう）の予防接種の定期化

子どものインフルエンザ（任意）接種費用の一部助成について

※問合せ先

基山町保健センター

ＴＥＬ９２―２０４５

子どもインフルエンザ予防接種助成指定医療機関

医 療 機 関 名 住 所 電話番号 予約

池田胃腸科外科 基山町小倉545番地55 92-2308 要

酒井クリニック 基山町小倉1059番地２ 92-1121 不要

つくし整形外科医院 基山町園部2765番地25 92-7655 不要

中洲医院 基山町宮浦259番地45 81-0061 不要

なるお内科小児科 基山町けやき台一丁目23番地７ 92-4170 不要

まえはら耳鼻咽喉科
アレルギー科クリニック

基山町園部2772番地10 81-0733 要
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1 歳（12 月） 3 歳15 か月

初回

標準的な接種期間

追加

標準的な接種期間

1 回目 2 回目

6月～12月あける

接種対象年齢

※初回接種から３月以上の間隔をあけた２回目の接種が３歳の誕生日以降になる場
合、定期接種ではなく、任意接種（有料）となります。

例）２歳９月以上で初回接種した場合、３月の間隔をあけると２回目接種は３歳以
上での接種となる⇒任意接種（有料）
例）２歳８月で初回接種した場合、２回目接種が２歳１１月から３歳の誕生日前日ま
での間に接種⇒定期接種

【接種回数及び接種期間】
　1歳～ 3歳の誕生日前日までの間にある方
　初回接種から3月以上の間隔をおいて、0.5 ｍｌ ずつ合計 2回皮下に注射

水痘ワクチン接種期間について

【標準的な接種スケジュール】
初回：1歳（生後 12月）～ 1歳 3月（生後 15月）に至るまでの期間に１回接種
追加：初回接種終了後 6月～ 12月に至るまでの間隔をおいて２回目の接種

図 1



きやま 8

(H26.9.15)

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
の

追
加
募
集
申
込
み
は
９
月
16
日
︵
火
︶
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
は
︑
ト
イ
レ
・

台
所
・
浴
槽
等
か
ら
生
活
排
水
と
し

て
流
れ
る
水
の
汚
れ
を
10
分
の
１
程

度
に
浄
化
し
て
放
流
す
る
た
め
︑
河

川
の
水
質
改
善
に
極
め
て
有
効
な
施

設
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

町
で
は
︑﹁
家
庭
用
の
合
併
処
理

浄
化
槽
﹂
を
設
置
さ
れ
る
世
帯
を
対

象
に
︑
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
︒

平
成
26
年
度
の
申
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
︑
補
助
を
ご
希
望
の
方

は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
平
成
26
年
度

補
助
の
申
込
み
は
︑
今
回
で
最
後
の

募
集
と
な
り
ま
す
︒

▽
申
込
み
期
間

９
月
16
日
︵
火
︶

～
30
日
︵
火
︶

▽
申
込
み
対
象
者

①
家
庭
用
の
合
併
浄
化
槽
︵
５
人

～
10
人
槽
︶
を
設
置
さ
れ
る
方

②
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
着
工
さ

れ
︑
平
成
27
年
３
月
10
日
ま
で
に

完
了
で
き
る
方

③
国
庫
補
助
指
針
及
び
基
山
町
が
定

め
た
要
綱
基
準
に
沿
っ
て
設
置
さ

れ
る
方

④
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
以
外

の
方
︵
※
公
共
下
水
道
事
業
認
可

区
域
と
は
数
年
の
う
ち
に
下
水
道

が
整
備
さ
れ
る
区
域
の
こ
と
で
︑

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
確
認
で
き

ま
す
︒︶

▽
補
助
額

左
記
参
照

▽
持
参
す
る
も
の

印
鑑

◎
申
込
み
用
紙
は
︑
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
︑

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

◎
申
込
み
多
数
の
場
合
は
︑
抽
選
い

た
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
整
備
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

人 槽 区 分 補助限度額(円)

５人槽 332,000

６人槽
414,000

７人槽

８人槽

548,000９人槽

10人槽

単独処理浄化槽撤去費用 90,000

※単独処理浄化槽撤去費用とは、単独処理浄化槽を
撤去し（埋め殺しを除く。）、かつ、合併処理浄化槽
に転換する場合における補助の金額のことです。

補 助 額

詳細は基山町ホームページ（http://www.town.kiyama.lg.jp/）にも掲載しています。

広報誌「広報きやま」への有料広告募集中

（お問い合わせ先）基山町役場　企画政策課　総合政策係　９２－２１８８

掲載料　５，０００円／枠（１回掲載）※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日の４０日前までにお申し込みください。

高さ

高さ

コミュニティバス
２号車の車両が

あたらしくなりました！！

高
さ
10
セ
ン
チ
の
ス
テ
ッ
プ
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基
肄
城
跡
は
、
来
年
の
２
０
１
５

年
︵
平
成
27
年
︶
を
も
っ
て
、
築
造

１
３
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
根

拠
と
な
る
資
料
が
、
実
は
日
本
の
古

代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
歴
史
書
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
通
称
六り
っ

国こ
く

史し

と
呼
ば

れ
、﹃
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

﹄﹃
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

﹄
な

ど
６
つ
の
歴
史
書
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
、﹃
日
本
書
紀
﹄
に
基

肄
城
築
造
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。基

肄
城
築
造
の
経
緯
は
、
今
か
ら

１
３
８
３
年
前
の
西
暦
６
３
１
年
ま

で
遡
り
ま
す
。
時
代
は
飛
鳥
時
代
、

当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
、
強
大

な
国
力
を
有
す
る
唐
帝
国
や
韓
半
島

に
あ
る
高こ
う

句く

麗り

、
百
済

く

だ

ら

、
新
羅

し

ら

ぎ

の
三

国
に
よ
る
領
土
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
﹃
日
本
書
紀
﹄
に
は
、

後
に
白
村
江
の
戦
い
に
日
本
を
導
く

こ
と
に
な
る
二
人
の
人
物
の
記
事
が

あ

り

ま

す
。

一

つ

は
、
舒じ
ょ

明め
い

三
︵
６

３

１
︶
年

三

月

﹁百
済
王
義
慈

入
王
子
豊
章

為
質
。

﹂
百
済

王

義ぎ

慈じ

の

王

子

と

し

て

日

本

に

人

質

的

扱

い

で

や

っ

て

来

た

余よ

豊ほ
う

璋し
ょ
う、

白

村

江

の

戦

い

で

百

済
復
興
軍
最
後
の
王
と
な
る
人
物
で

す
。
そ
し
て
も
う
一
人
、
後
に
統
一

新
羅
の
基
礎
を
築
く
新
羅
王
武ぶ

烈れ
つ

と

な
る
人
物
金き
む

春
ち
ゅ
ん

秋ち
ゅ

が
大
化
三
︵
６

４
７
︶
年
七
月
に
や
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
二
人
に
よ
っ
て
、
天
智
二
︵
６

６
３
︶
年
八
月
の
白
村
江
の
戦
い
へ

の
道
を
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。大

化
三
年
に
や
っ
て
来
た
金
春
秋

は
、
対
話
能
力
に
長
け
た
人
物
と
し

て
﹃
日
本
書
紀
﹄
は
伝
え
ま
す
。
新

羅
の
内
乱
を
治
め
、
す
ぐ
さ
ま
日
本

に
や
っ
て
来
た
金
春
秋
の
目
的
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知

る
手
掛
か
り
は
、
韓
半
島
に
お
け
る

新
羅
の
勢
力
図
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
新
羅
は
、
隣
国
百
済
と
高
句

麗
か
ら
攻
め
込
ま
れ
、
存
亡
の
危
機

に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
新
羅
を

立
て
直
す
策
と
し
て
、
金
春
秋
は
唐

と
の
連
合
を
画
策
し
ま
す
。
と
同
時

に
、
新
羅
の
背
後
に
あ
る
日
本
︵
当

時
は
、
倭
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︶
の

懐か
い

柔
じ
ゅ
う

策さ
く

な
い
し
は
叩
く
策
を
巡
ら

せ
た
の
で
す
。
﹃
三
国
史
記

新
羅

し

ら

ぎ

本ほ
ん

紀ぎ

﹄
は
伝
え
ま
す
。
真し
ん

徳と
く

王お
う

二
︵
６

４
８
︶
年
、
唐
の
皇
帝
太た
い

宗そ
う

に
謁え

っ

見け
ん

し
た
金
春
秋
は
、
新
羅
の
国
情
を
訴

え
、
唐
と
の
連
合
の
約
束
を
取
り
付

け
ま
す
。
前
年
に
倭
国
に
い
た
金
春

秋
は
、
翌
年
に
は
唐
の
皇
帝
に
謁
見

す
る
と
い
う
当
時
の
旅
程
で
は
考
え

ら
れ
な
い
素
早
さ
で
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
倭
の
国
情
と
百
済
王
子
余

豊
璋
を
介
し
た
倭
と
百
済
の
結
び
つ

き
を
知
っ
た
上
で
、
唐
太
宗
へ
の
謁

見
を
謀
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
新
羅
と
唐
、
倭
と
百

済
の
連
合
軍
が
形
づ
く
ら
れ
、
天て
ん

智ち

二
︵
６
６
３
︶
年
八
月
、
運
命
の
時

を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

韓
半
島
中
央
部
西
海
岸
の
白は
く

江こ
う

が
、

白は
く

村す
き

江の
え

の
戦
い
の
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
は
旧
暦
の
三

月
︵
現
在
の
四
月
︶
、
前
将
軍
上か
み

毛つ
け

氏し

、

中
将
軍
巨こ

勢せ

氏
、
後
将
軍
阿あ

倍べ

氏
ら

総
勢
２
７
，
０
０
０
人
の
倭
軍
が
百

済
復
興
の
た
め
韓
半
島
へ
向
か
っ
た

の
で
す
。
戦
い
は
八
月
二
十
八
日
、

そ
の
様
子
を
、﹃
唐と
う

書じ
ょ

劉
り
ゅ
う

仁じ
ん

軌き

伝で
ん

﹄

は
、﹁煙

炎
張
天
、
海
水
皆
赤

︵
焼
け

る
船
の
煙
が
天
空
を
覆
い
、
海
水
は

兵
士
の
血
と
炎
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ

た
︶
。
﹂
と
記
し
て
い
ま
す
。

敗
走
し
た
倭
は
、
唐
と
新
羅
の
連

合
軍
が
、
す
ぐ
さ
ま
攻
め
込
ん
で
く

る
と
い
う
恐
怖
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
倭
は
、
天
智
三
︵
６

６
４
︶
年
、﹁対

馬
嶋
、壱
岐
嶋
、筑
紫

国
等
、置
防
與
烽
、又
筑
紫
築
大
堤
貯

水
。
名
曰
水
城

。

︵
対
馬
、
壱
岐
、
筑

紫
の
国
に
防さ
き

人も
り

と
烽
す
す
み

を
置
き
、
ま
た

筑
紫
に
大お
お

堤
つ
つ
み

を
築
き
て
水
を
貯
え

る
。
名
付
け
て
水
城
と
い
う
。
︶
﹂
さ

ら
に
、
翌
年
の
天
智
四
︵
６
６
５
︶

年
に
﹁遣

達
率
憶
禮
福
留

、
達
率
四

比
福
夫
於
筑
紫
国

、
築
大
野
及
椽
二

城
。

︵
達だ

ち

率そ
ち

憶お
く

禮ら
い

福ふ
く

留る

、
達
率
四し

比ひ

福ふ
く

夫ぶ

を
筑
紫
国
へ
遣つ
か

わ
し
、
大
野
お
よ

び
椽
の
二
城
を
築
か
せ
る
。
︶
﹂
と
﹃
日

本
書
紀
﹄
は
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
﹁
椽
﹂
こ
そ
、
我

が
基
山
町
に
あ
る
﹁
椽
城
﹂
、
そ
し
て

﹃
続
日
本
紀
﹄
文も
ん

武む

二
︵
６
９
８
︶
年

五
月
条
に
記
さ
れ
る
﹁令

大
宰
府
繕

治
大
野
、
基
肄
、
鞠 く
く智

ち

三
城

︵
大
宰
府
、

大
野
・
基
肄
・
鞠
智
三
城
を
修
治
す
︶
﹂

と
あ
る
基
肄
城
な
の
で
す
。

今
、
基き

山ざ
ん

山
頂
に
あ
る
特
別
史
跡

の
碑
に
｢
基
肄
︵
椽
︶
城
跡
｣
と
記
さ

れ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
②

基
肄
城
築
造
の
記
録

︱
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
の
証
︱

東アジア世界の勢力図【飛鳥時代】
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｢
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
・

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂
の
申
請
受
付
中

対
象
予
定
の
方
は
申
請
期
間
内
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

▽
申
請
先

基
山
町
役
場

健
康
福

祉
課
﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
窓
口

こ
ど
も
課
﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
﹂
窓
口

▽
申
請
期
間

９
月
30
日
︵
火
︶
ま

で
※
問
合
せ
先

｢臨
時
福
祉
給
付
金
﹂

健
康
福
祉
課

９
２
︱
７
９
６
４

｢子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

こ
ど
も
課

９
２
︱
７
９
６
８

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
す

(
９
月
18
日
(
木
)
～
10
月
17
日
(
金
)
)

町
で
は
︑
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
環
境
美

化
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
河
川
や
林
道
な
ど
町
内

各
地
で
ご
み
の
不
法
投
棄
及
び
ポ
イ

捨
て
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
︒

９
月
18
日
︵
木
︶
か
ら
10
月
17
日

︵
金
︶
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

で
す
︒

ま
た
︑
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
︒

︵
不
法
投
棄
の
罰
則
は
︑
５
年
以
下

の
懲
役
又
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
っ
て
い
ま
す
︒︶

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
︑
美

観
を
損
な
う
ば
か
り
か
︑
環
境
汚
染

を
引
き
起
こ
し
︑
生
活
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

も
し
︑
不
法
投
棄
者
や
不
法
投
棄

現
場
を
発
見
し
た
場
合
は
︑﹁
い
つ
・

ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
人
が
・
何
を
・

ど
ん
な
車
両
で
﹂
の
わ
か
る
範
囲
を

農
林
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
︒

※
連
絡
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

佐
賀
県
農
業
大
学
校
で
は
平
成
27

年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
︒

▽
募
集
定
員

・
本
科
︵
２
年
制
︶
50
名

・
専
科
︵
１
年
制
︶
若
干
名

︵
野
菜
︑
米
麦
︑
花
き
︑
果
樹
︑
畜

産
な
ど
が
学
べ
ま
す
︒
生
産
か
ら

加
工
や
販
売
な
ど
６
次
産
業
化
に

も
対
応
︒︶

▽
応
募
資
格

高
卒
者
及
び
平
成
27
年
３
月
高
校

卒
業
見
込
の
者

▽
推
薦
入
試
︵
高
校
長
推
薦
及
び
市

町
長
推
薦
︶

・
願
書
受
付

10
月
14
日
︵
火
︶

～
29
日
︵
水
︶
ま
で

・
試
験
日

11
月
７
日
︵
金
︶

▽
一
般
入
試

・
願
書
受
付

平
成
27
年
１
月
７
日

︵
水
︶
～
21
日
(水
)ま
で

・
試
験
日

平
成
27
年
２
月
２
日

︵
月
︶

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
農
業
大
学
校

養
成
部

教
務
担
当
︵
〒
８
４
０
︱
２
２
０
５

佐
賀
市
川
副
町
南
里
１
０
８
８
︶

電
話
０
９
５
２
︱
４
５
︱
２
１
４
４

平
成
27
年
度

学
生
募
集

︻
佐
賀
県
農
業
大
学
校
︼

第２回「チャレンジ！佐賀県

１万人で乾杯プロジェクト」

佐賀県酒造組合では、「佐賀県日本酒

で乾杯を推進する条例」の制定を記念し

て、佐賀県産日本酒の更なる認知度向上

と発展、県内飲食店の活性化を図ること

を目的としています。そこで、佐賀県内

500店舗の飲食店を会場として、お集ま

りいただいたお客様全員で、「佐賀酒で

１万人の一斉乾杯」を目指して、イベン

トを開催します。

▷日時 10月１日（水）

午後７時30分から

▷場所 県内飲食店500店舗及び詳細（佐

賀県酒造組合ホームページ http:

//www.sagasake.or.jpにて掲載予定）

※問合せ先

佐賀県酒造組合

電話０９５２―２４―３２０１

︿
有
料
広
告
﹀
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午後３時15分～３時55分

午後１時30分～３時15分

午後０時～１時20分

午後０時～４時
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※
受
講
場
所
は
︑
い
ず
れ
も
久
留
米

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

電
話
予
約
後
︑
申
込
書
･
案
内
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
︑
ご
入
金

を
お
願
い
し
ま
す
︒

先
着
順
に
受
付
︑
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８

０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９

︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
４
２
︱
４
３
︱
２
９
６
４

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
︑
平

成
25
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
63
万

件
︑
死
傷
者
数
は
約
79
万
人
と
︑
国

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
︑
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
︒

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
︑
す
べ
て

の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
︑
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
︑

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
制
度
で
あ
り
︑
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

一
人
一
人
が
︑
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
︑
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
︒

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
︑
万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
︑
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
︑
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
い
ま
す
︒
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
転
す
る

こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

※
問
合
せ
先

国
土
交
通
省

九
州
運
輸
局

佐

賀
運
輸
支
局

電
話
０
９
５
２
︱
３
０
︱
７
２
７
１

就
職
を
希
望
す
る
障
害
の
あ
る
方

に
︑
多
く
の
企
業
と
の
就
職
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
︑
企

業
に
お
か
れ
て
は
障
害
者
雇
用
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
︒
障
害
の
あ
る

方
と
企
業
の
出
会
い
の
場
と
し
て
の

﹁
障
害
者
就
職
面
接
会
﹂
を
開
催
し

ま
す
︒

▽
開
催
日
時

10
月
15
日
︵
水
︶

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
開
催
場
所

佐
賀
県
総
合
体
育
館

︵
大
競
技
場
︶
佐
賀
市
日
の
出
１

︱
21
︱
15

▽
主
催

佐
賀
労
働
局
・
県
内
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
・
佐
賀
県
・
佐
賀
県

経
営
者
協
会
・
佐
賀
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー

※
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
栖

電
話
０
９
４
２
︱
８
２
︱
３
１
０
８

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
や
ス
タ
ン
ピ
ン
グ

で
紙
袋
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
色
を
つ

け
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
ま

す
︒
お
一
人
で
も
ご
家
族
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

出
来
上
が
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
ン

タ
ン
は
10
月
18
日
︵
土
︶
に
開
催
予

定
の
第
５
回
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in

き
や
ま
で
展
示
し
ま
す
︒

▽
日
時

９
月
28
日
︵
日
︶

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
︵
途
中
参

加
・
中
抜
け
も
可
能
で
す
︶

▽
場
所

基
山
町
民
会
館

実
習
室

▽
持
参
品

は
さ
み
・
２
ℓ
の
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
︵
あ
る
方
の
み
︶

▽
参
加
料

無
料
︵
事
前
申
し
込
み

不
要
)

※
問
合
せ
先

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
実

行
委
員
会
︵
コ
ガ
︶

電
話
０
９
０
︱
５
７
３
０
︱
１
８
９
１

久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

【
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
】

コース名 期間・曜日・時間帯 内容 対象者 定員 受講料

Photoshop&
Illustrator入門

10/20〜12/18 月・木曜日
午後６時30分〜９時
(2.5H×16回＝40H)

Photoshopと
Illustratorの基本操作

マウス操作・
文字入力がで
きる方

17人
27,000
円

JW-CAD入門
10/21〜12/5 火・金曜日
午後６時30分〜９時
(2.5H×14回＝35H)

JW-CADの基本操
作習得（建築）

マウス操作・
文字入力がで
きる方

19人
27,000
円

PHP入門
10/11〜11/22 土曜日
午後１時〜４時
(3H×7回＝21H)

Webプログラミング
言語(PHP)の基礎習

得

HTMLの知識
のある方

19人
16,000
円

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

｢
自
賠
責
が
あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す
｣

︻
国
土
交
通
省
︼

｢
平
成
26
年
度
障
害
者
就
職
面
接
会
﹂

開
催
の
お
知
ら
せ

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な

で
作
っ
ち
ゃ
お
！
描
い
ち
ゃ
お
！
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
開
催
︻
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
︼
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９
月
21
日
︵
日
︶
か
ら
９
月
30
日

︵
火
︶
ま
で
の
10
日
間
は
秋
の
交
通

安
全
県
民
運
動
期
間
で
す
︒
ま
た
期

間
最
終
日
の
︑
９
月
30
日
︵
火
︶
は

﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂

と
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
運
動
は
︑
県
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
は
か
り
︑
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
︑
県
民
の
皆
さ
ん
自
身
に
よ
る
道

路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
日
没
時

間
が
早
く
な
り
始
め
る
秋
季
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

期
間
中
は
︑
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
︑
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
︒

☆
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
︑
歩
い
た
り
︑

自
転
車
に
乗
車
す
る
時
は
︑
反
射

シ
ー
ル
等
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
︒

ま
た
︑
夜
間
に
自
転
車
に
乗
る
時

は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
︒

☆
車
に
乗
る
時
は
︑
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
︒

☆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
︒

☆
横
断
歩
道
を
渡
る
際
は
︑
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
６
０

金
銭
貸
借
︑
土
地
建
物
︑
交
通
事

故
︑
夫
婦
・
親
子
関
係
︑
相
続
関
係
︑

戸
籍
関
係
等
で
お
困
り
の
方
︑
裁
判

所
の
民
事
・
家
事
の
調
停
委
員
と
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

予
約
は
不
要
で
す
の
で
︑
一
人
で

悩
ま
な
い
で
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
︒

☆
相
談
は
無
料
で
︑
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
︒

▽
日
時

10
月
17
日
︵
金
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

▽
主
催

鳥
栖
調
停
協
会

※
問
合
せ
先

鳥
栖
調
停
協
会
︵
鳥
栖
簡
易
裁
判

所
内
︶

電
話
８
２
︱
２
２
１
２

佐
賀
地
方
法
務
局
で
は
︑
平
日
に

法
務
局
の
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
︑﹁
全

国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
﹂
を

開
設
し
ま
す
︒

当
日
は
法
務
局
職
員
の
ほ
か
︑
公

証
人
︑
司
法
書
士
︑
土
地
家
屋
調
査

士
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
︑
相
談
に

お
答
え
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
相
談
事
項
に
関
し
ま
し
て
資

料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
ご
持
参
願

い
ま
す
︒

ま
た
当
日
は
︑
相
談
所
の
開
設
の

み
で
︑
各
種
申
請
の
受
付
及
び
証
明

書
類
の
発
行
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
︒

▽
日
時

10
月
５
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時
︵
受
付
は

午
後
２
時
30
分
ま
で
︶

▽
場
所

佐
賀
市
保
健
福
祉
会
館

︵
ほ
ほ
え
み
館
︶
４
階
︵
佐
賀
市
兵

庫
北
三
丁
目
８
︱
36
︶

▽
相
談
料

無
料
︵
予
約
は
不
要
︶

▽
相
談
内
容

土
地
・
建
物
な
ど
の

不
動
産
及
び
会
社
・
法
人
の
登
記

に
関
す
る
相
談
︑
戸
籍
の
届
出
や

国
籍
に
関
す
る
相
談
︑
い
じ
め
な

ど
の
人
権
相
談
︑
遺
言
・
成
年
後

見
等
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
問
合
せ
先

佐
賀
地
方
法
務
局

総
務
課

電
話
０
９
５
２
︱
２
６
︱
２
１
４
９

(相
談
日
当
日
の
問
合
せ
先

電
話
０
８
０
︱
２
７
３
７
︱
２
４
７
２
︶

平
成
26
年
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

し
ま
す
～
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

高
め
よ
う

交
通
マ
ナ
ー
～
【
佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会
︼

無
料
調
停
相
談
会
の
ご
案
内

︻
鳥
栖
簡
易
裁
判
所
︼

法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

︻
佐
賀
県
司
法
書
士
会
︼

｢
全
国
一
斉
！
法
務
局

休
日
相
談
所
﹂
の
開
設

︻
佐
賀
地
方
法
務
局
︼

佐
賀
県
司
法
書
士
会
で
は
︑﹁
法

の
日
﹂
に
ち
な
ん
で
︑
次
の
と
お
り

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
︒

▽
実
施
日
時

10
月
１
日
︵
水
︶
～

３
日
︵
金
︶

午
前
９
時
～
午
後
５
時︵
要
予
約
)

▽
相
談
場
所

県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所

▽
予
約

各
司
法
書
士
事
務
所
へ
お

願
い
し
ま
す
︒

▽
相
談
内
容

相
続
登
記
・
遺
言
・

成
年
後
見
・
借
金
問
題
・
労
働
問

題
・
交
通
事
故
・
敷
金
返
還

裁
判
手
続
そ
の
他
司
法
書
士
が
行

う
業
務

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
司
法
書
士
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
９
︱
０
６
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
９
︱
５
８
８
７
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ア
ル
コ
ー
ル
︑
ギ
ャ
ン
ブ
ル
︑
薬

物
︑
ゲ
ー
ム
︑
買
い
物
⁝
︒

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
身
近
な

人
に
︑
こ
れ
ら
の
こ
と
で
気
に
な
っ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

気
に
な
っ
て
い
る
そ
の
こ
と
は
も

し
か
し
た
ら
﹁
依
存
症
﹂
と
い
う
病

気
か
も
⁝
︒

依
存
症
と
そ
の
回
復
に
つ
い
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時

10
月
４
日
︵
土
︶

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所

西
九
州
大
学
神
埼
キ
ャ
ン

パ
ス
︵
神
埼
市
神
埼
町
尾
崎
４
９

９
０
︱
９
︶

▽
内
容

講
演
﹁
人
は
だ
れ
で
も
生

き
る
た
め
に
依
存
し
て
い
ま
す
﹂

講
師

福
岡
県
立
大
学
大
学
院

四
戸
智
昭
先
生

＊
そ
の
他
︑
体
験
談
発
表
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
︒

▽
参
加
費
・
申
込
み

不
要

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
話
０
９
５
２
︱
７
３
︱
５
０
６
０

︽
米
穀
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
︾

◆
お
米
や
米
加
工
品
の
流
通
に
は
︑

取
引
記
録
の
作
成
・
保
存
と
産
地

情
報
の
伝
達
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
︒

◆
一
般
消
費
者
に
お
米
や
米
加
工
品

を
販
売
・
提
供
す
る
場
合
に
は
︑

産
地
情
報
の
伝
達
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

︽
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
︾

◇
外
食
店
や
小
売
店
等
に
お
い
て
︑

メ
ニ
ュ
ー
や
店
内
掲
示
︑
商
品
の

容
器
や
包
装
を
見
て
い
た
だ
く
と
︑

原
料
米
の
産
地
が
わ
か
り
ま
す
︒

※
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先

九
州
農
政
局

佐
賀
地
域
セ
ン

タ
ー
︵
流
通
監
視
担
当
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
３
︱
３
１
３
３

林
野
庁
で
は
︑
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
等

の
地
域
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に
︑
基
準
に
応

じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
︒
ポ
イ
ン
ト
は
地

域
の
農
林
水
産
品
︑
農
山
漁
村
地
域

に
お
け
る
体
験
型
旅
行
︑
一
般
商
品

券
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
に
交
換

が
で
き
ま
す
︒

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
詳
細
は

佐
賀
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▽
製
品
等
購
入
期
限

平
成
26
年
９

月
30
日
ま
で

▽
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限

平
成
27
年

５
月
31
日
ま
で

ポ
イ
ン
ト
の
発
行
が
予
算
に
達
し

た
場
合
︑
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

(事
務
局

佐
賀
県
木
材
協
会
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
３
︱
６
１
８
１

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

﹁
も
し
か
し
て
⋮
、
こ
れ
っ
て
依
存
症
？
﹂

︻
佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
︼

産
地
が
わ
か
る
！

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

︻
九
州
農
政
局

佐
賀
地
域
セ
ン
タ
ー
︼

消費生活相談 事例紹介

｢個人情報を削除してあげる」

公的機関をかたる詐欺が急増

《事例》

｢生活保護センター」を名乗る人から「あなたの個

人情報が３カ所に漏れている。２カ所は取り消せた

が、１カ所（Ａ社）だけは取り消せない。代理の人を

立てる必要がある」という電話があり、ボランティア

団体の人が代理人になってくれることになった。す

ると、Ａ社から連絡があり、自分に振られている「番

号」を教えられた。その後、代理人から「書類に書く

のに必要」とその番号を聞かれ教えたところ、Ａ社か

ら「番号を他に教えたのは違法行為になるため、社員

が逮捕された。あなたが保釈金１千万円払うように」

と求められ、宅配便で現金を送った。（70歳代 女性）

《ひとこと助言》

☆公的機関等をかたり「個人情報が漏れているので

削除してあげる」などと持ちかけ、最終的にはお金

をだまし取る手口が急増しています。

☆個人情報の削除を持ちかける電話は詐欺です。相

手にせず、すぐに電話を切ってください。

☆一度お金を支払ってしまうと取り戻すことは極め

て困難です。絶対に支払ってはいけません。

☆困ったときは、お住まいの自治体の消費生活セン

ター等にご相談ください。

※基山町では毎週金曜日に消費生活相談を無料で

行っています。困った時は一人で悩まず、専門の

知識を持った相談員にご相談ください。

※日時等、詳しい相談方法は９月１日号11ページを

ご確認ください。

※問合せ先

企画政策課 協働推進係

電話９２―２１８８

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
実
施
中

︻
佐
賀
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
︼
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か
ん
た
ん
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ

材
料

４
人
分

卵
４
個
︑
ミ
ニ
ト

マ
ト
３
個
︑
ソ
ー

セ
ー
ジ
２
本
︵
30

ｇ
︶︑
玉
ね
ぎ
50
ｇ
︑

じ
ゃ
が
芋
80
ｇ
︑

ピ
ー
マ
ン
40
ｇ
︑

サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

１
︑
塩
小
さ
じ
１
／
５
︑
こ
し
ょ
う
少
々

作
り
方

①
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
︑
４
等
分
し
︑
ソ
ー
セ
ー

ジ
は
う
す
く
切
る
︒

②
玉
ね
ぎ
︑
ピ
ー
マ
ン
︑
じ
ゃ
が
芋
は
皮
を

む
い
て
１
㎝
角
に
切
る
︒

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
︵
大
さ
じ
１

／
３
︶
を
熱
し
︑
中
火
に
か
け
︑
先
に
じ
ゃ

が
芋
を
炒
め
︑
次
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
︑
玉
ね

ぎ
︑
ピ
ー
マ
ン
を
入
れ
て
︑
じ
ゃ
が
芋
に

火
が
通
る
ま
で
炒
め
る
︒

④
ボ
ウ
ル
に
卵
を
溶
い
て
︑
塩
︑
こ
し
ょ
う
︑

ミ
ニ
ト
マ
ト
︑
③
を
加
え
て
混
ぜ
る
︒

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
︵
大
さ
じ
２

／
３
︶
を
熱
し
中
火
に
か
け
④
を
流
し

入
れ
て
円
を
描
く
よ
う
に
混
ぜ
︑
固
ま

り
始
め
た
ら
ふ
た
を
す
る
︒
弱
火
で
２

～
３
分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
し
た
ら
裏
返

し
︑
裏
面
も
焼
く
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
157
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
8.1
ｇ
︑

脂
質
10.4
ｇ
︑
塩
分
0.6
ｇ

や
さ
い
の
カ
ミ
カ
ミ
和
え

材
料

４
人
分

キ
ャ
ベ
ツ
100
ｇ
︑
人
参
40
ｇ
︑
き
ゅ
う
り

50
ｇ
︑
塩
少
量
︑
Ａ
︻
み
そ
小
さ
じ
１
と
２

／
３
︑
酢
小
さ
じ
１
と
１
／
３
︑
砂
糖
小
さ

じ
２
／
３
︼︑
白
ご
ま
大
さ
じ
１
／
３
︑
か

つ
お
節
２
ｇ

作
り
方

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
︑
一
口
サ
イ
ズ
に
切
り
︑
人

参
は
皮
を
む
い
て
細
切
り
に
す
る
︒

②
キ
ャ
ベ
ツ
︑
人
参
は
さ
っ
と
湯
通
し
し

て
水
気
を
絞
る
︒
き
ゅ
う
り
は
︑
う
す

い
輪
切
り
に
し
て
塩
も
み
を
す
る
︒

③
ボ
ウ
ル
に
Ａ
を
入
れ
︑
白
ご
ま
を
加
え
る
︒

④
③
に
野
菜
︑
か
つ
お
節
を
加
え
て
和
え
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
36
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
1.8
ｇ
︑

脂
質
0.9
ｇ
︑
塩
分
0.5
ｇ

基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
︑

８
月
24
日
に
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
︒
１
年
生
か
ら
５

年
生
ま
で
み
ん
な
で
協
力
し
て
︑
お
い
し

い
料
理
が
で
き
ま
し
た
︒
自
分
で
作
っ
た

料
理
は
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
し

た
︒子

供
た
ち
が
イ
キ
イ
キ
と
取
り
組
む
様

子
に
︑
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
も
︑

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

試
食
の
あ
と
︑
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
参
加

者
に
よ
る
ロ
コ
モ
体
操
や
食
育
ク
イ
ズ
を

一
緒
に
し
ま
し
た
︒
楽
し
み
な
が
ら
食
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
︒

こ
の
教
室
は
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
︑
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

今
月
の
料
理

親
と
子
の
料
理
教
室
よ
り

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
熊
本
ト
キ
エ

上
原
︵
亡

登
︶

▽
村
山

寿
男

南
奈
良
田
︵
亡

初
子
︶

▽
長
野

弘
子

田
中
︵
亡

治
夫
︶

▽
原

幽
美
子

小
松
東
︵
亡

清
人
︶

▽
酒
井

邦
孝

北
高
島
１
丁
目
︵
亡

か
を
る
︶

▽
鬼
塚

明

け
や
き
台
３
丁
目
︵
亡

千
鶴
子
︶

▽
黒
岩

大
地

北
本
桜
︵
亡

忠
春
︶

▽
森
田

弘
子

上
町
上
第
２
︵
亡

と
み
よ
︶

(敬
称
略
)

佐賀市で開かれた行政相談委員の全体会議にて、行政相談委員の功労者に対しての表彰が行われまし

た。

行政相談委員として長年委員を務め、実績を上げられたことが認められた次の方が受賞されました。

受賞おめでとうございます。

▷総務省九州管区行政評価局長表彰 寺﨑 美知代さん（黒目牛）

寺﨑さんは、総務省からの委嘱を受け、平成15年４月から行政相談委員として、行政の仕事や手続、

サービスについての苦情や相談に応じて、助言や関係機関に苦情を通知するなどその解決促進のお手伝

いを行われています。

平成26年度行政相談功労者表彰受賞
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
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新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢百舌の叫ぶ夜」逢坂 剛／著 集英社刊

能登半島の岬で記憶喪失の男が発見さ

れた。一方、東京新宿では爆弾テロ事件

が発生。犯人を追う公安警察の倉木と美

希は、やがて男へと辿り着き──。サス

ペンス傑作長編。

｢山女日記」湊 かなえ／著 幻冬舎刊

誰にも言えない「思い」を抱え、一歩

一歩、山を登る女たちは、やがて自分な

りの小さな光を見いだしていく。女性の

心理を丁寧に描き込み、共感と感動を呼

ぶ連作長篇。

｢トップクリエイター26人

のアイデアノート」

ブレーン編集部／編

｢『考え方のクセ』を変える

とストレスはなくなる」

清水 栄司

｢ミシュランガイド福岡・

佐賀 ２０１４」

日本ミシュランタイヤ

｢弓張ノ月」 佐伯 泰英

｢つくる・育てる・飾る！

超ミニ盆栽」 岩井 輝紀

｢SIMフリー格安スマホ入

門」 ジャムハウス編集部

｢オ ー ダ ー は 探 偵 に

〔４〕」 近江 泉美

｢恐竜トリケラトプスとカ

ルノタウルス」

黒川 みつひろ
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図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/
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７
月
の
３
歳
児
健
診
で
︑
む
し
歯
が
無
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た
子
ど
も
達
を
８
月
15
日
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と

９
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
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ま
す
︒

(50
音
順
)

基山町図書館では、福岡県内・佐

賀県内の図書館の本もお取り寄せ

ができます。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？
10月５日（日）午前９時30分より
児童室にて

｢どんぐりのき」
亀岡 亜希子／作

｢おおきくてもちいさくても……」
マリア エンリカ アゴスティネリ／絵

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９
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